
ソ
ヴ
ァ
ス
の
画
面
を
空
と
水
の
つ
も
り
か
油
絵
具
で
青
と
緑
の
単
純
な
二
色
に

塗
り
分
け
、
そ
の
中
央
に
軍
艦
旗
の
よ
う
な
子
供
の
絵
に
よ
く
あ
る
日
の
出
を

描
い
て
見
せ
、
た
ち
ま
ち
緊
盛
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

画
学
科
の
生
徒
た
ち
は
前
任
の
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
と
あ
ま
り
に
も
違
う
技

術

・
品
性
と
も
に
下
劣
な
こ
の
教
師
を
交
替
さ
せ
よ
う
と
学
校
当
局
に
か
け
あ

っ
た
が
、
不
首
尾
に
終
っ
た
た
め
、
連
袂
退
校
し
て
し
ま
う
。

小
山
正
太
郎
、
印
藤
真
楯
、
松
岡
寿
、
浅
井
忠
、
西
敬
、
高
橋
源
吉
ら
が
主

な
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
彼
ら
は
神
田
今
川
小
路
に
家
を
借
り
て
十
一
字
会
と
い

う
共
同
研
究
所
を
つ
く
り
勉
強
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
は
本
多
錦

吉
郎
、
松
井
昇
、
大
河
内
信
紅
な
ど
も
参
加
し
た
。
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
の
弟
子

た
ち
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
会
が
、
や
が
て
迎
え
る
洋
風
美
術
の
冬
の
時

代
を
越
え
て
我
が
国
洋
風
美
術
家
の
最
初
の
団
体
で
あ
る
明
治
美
術
会
へ
と
流

れ
る
地
下
水
脈
を
形
づ
く
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
の
不
評
を
か
っ
た
フ
ェ
レ
ッ
チ
も
明
治
十
三
年
一
月
一
―
―
十
日
付
で

辞
任
、
新
た
に
サ
ソ

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ソ

ニ
Acchile
S
a
n
 G
i
o
v
a
n
n
i
が
同
年
ニ

月
十
二
日
付
で
就
任
し
、
画
学
教
室
の
指
導
に
あ
た
る
。

人
物
画
の
得
意
で
あ

っ
た
サ
ソ

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
は
擦
筆
画
の
手
法
を
熱
心
に
教
え
た
こ
と
、
彼
の

時
代
、
明
治
十
四
年
一
月
に
東
京
大
学
医
学
部
か
ら
玉
越
興
平
が
招
聘
さ
れ
、

画
学
彫
刻
に
必
要
な
骨
論
筋
論
を
中
心
と
し
た
解
剖
学
講
毅
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
彼
は
明
治
十
四
年
一
二
月
、
上
野
で
開
か
れ
た
第
二

回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
生
徒
の
作
品
と
共
に
自
作
を
出
品
、
西
洋
美
術
の
啓
蒙

に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
時
代
は
漸
く
国
粋
保
存
、
伝
統
回
帰
へ
の
風
潮
が
高
ま
り
、
そ
れ

に
押
さ
れ
て
か
、
当
局
者
の
方
針
は
に
わ
か
に
一
転
、
洋
風
絵
画
の
発
展
を
抑

明
治
初
期
に
政
府
が
と
っ
た
美
術
に
関
す
る
政
策
の
第
一
は
エ
部
美
術
学
校

圧
、
妨
害
す
る
ま
で
に
な
る
。
そ
ん
な
流
れ
の
中
で
十
五
年
十
月
に
農
商
務
省

主
催
で
開
か
れ
た
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
に
は
、
洋
風
画
の
出
品
が
一
切
拒

否
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
立
ち
至
る
。
更
に
十
七
年
の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進

会
で
も
洋
風
画
が
除
外
さ
れ
る
と
い
う
大
勢
の
中
で
十
五
年
十
二
月
工
部
美
術

学
校
は
閉
鎖
さ
れ
、
翌
十
六
年

一
月
二
十
三
日
を
も
っ

て
廃
校
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
『
沿
革
報
告
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
治
十
六
年
一
月
廿
三
日
、
美
術
學
校
ヲ
麿
シ
、
聾
學
生
徒
十
五
名
ニ

修
業
證
書
ヲ
授
興
ス
。
註
襲
芸
咆
訂
心
該
校
ハ
明
治
九
年
十
一
月
ノ
創
設

ニ
シ
テ
今
之
ヲ
麿
ス
ル
ニ
至
ル
迄
満
五
年
二
過
キ
ス
。
其
初
メ
入
校
ヲ
許

セ
シ
生
徒
ハ
六
十
名
麟
鯰
ニ
シ
テ
其
卒
業
證
雷
及
ヒ
修
業
證
書
ヲ
得
タ
ル

モ
ノ
ハ

、
彫
刻
書
＿學
二
科
併
セ
テ
―
―
―
十
五
名
二
過
キ
ス
。
然
レ
ト
モ
其
圏

甕
製
品
ニ
シ
テ
博
覧
會
場
二
出
シ
稲
賛
ヲ
得
ル
モ
ノ
懃
ナ
カ
ラ
ス
。
今
之

ヲ
本
校
ノ
博
物
館
二
蔵
ス
。

画
学
教
師
サ
ン

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ソ
ニ
は
二
月
十
一
日
付
で
解
約
さ
れ
た
。
エ
部

省
の
雇
外
国
人
も
美
術
学
校
開
校
時
の
九
年
に
は
二
ニ
―
名
で
あ
っ
た
が
、
十

六
年
に
は
三
八
名
に
激
減
し
て
い
る
。
官
公
庁
全
体
で
も
九
年
の
四
八
四
名
が

十
六
年
に
は
二
二
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
欧
化
主
義
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
る

も
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
美
術
行
政

19 第 1節 明治前半期の美術および美術教育



と
し
、
準
備
に
は
特
に
念
を
入
れ
た
。
そ
の
た
め
ワ
グ
ネ
ル

(Gottfri
e
d

W
 
a
1
 

た
。
そ
れ
は
新
政
府
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
西
欧
技
術
迫
入
と
貿

め
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
ウ
イ
ー
ソ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
で
あ
っ

設
償
（
明
治
九
年
）
に
よ
る
西
洋
美
術
移
植
で
あ
る
が
、

既
述
の
よ
う
な
伝
統

美
術
の
衰
微
に
対
し
て
も
全
く
無
為
無
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
四

年
に
大
学
（
の
ち
の
文
部
省
。
当
時
の
大
学
大
丞
は
佐
野
常
民
叙
頭
豆
臼
情
）
の
献
言

を
容
れ
て
古
器
物
保
護
の
太
政
官
布
告
を
発
し
、
同
年
文
部
省
（
文
部
大
丞
町
田

久
成
蘇
翌
訂
）
を
設
置
す
る
や
、
こ
こ
に
博
物
局
を
置
き
、
古
器
物
の
収
集
、

保
存
、
展
観
の
業
務
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

博
物
局
の
設
置
は
文
化
財
保
護
行
政
の
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
当
時
の
規
模
は
貧
弱
で
、
し
か
も
、
殖
産
興
業
路
線
に
組
み
込
ま
れ
て

行
っ
た
た
め
、
文
化
財
保
護
機
関
と
し
て
の
機
能
は
十
分
に
果
た
し
得
な
か
っ

た
。
物
品
の
保
存
に
関
す
る
措
置
は
か
く
の
ご
と
き
で
あ
り
、

一
方
、
美
術
家

の
保
護
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
な
す
所
が
無
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
六
年
以
後
、
政
府
は
一
転
し
て
美
術
行
政
に
力
を
入
れ
始

易
拡
大
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
か
ら
、
政
府
は
国
を
あ
げ
て
参
加
す
る
こ
と

g
e
n
e
r
 1
8
3
0
1

1
8
9
2
.

大
学
東
校
御
雇
教
師
、
化
学
担
当
）
に
出
品
顧
問
を
依
嘱
し
、

そ
の
指
導
の
も
と
に
日
本
の
伝
統
的
美
術
工
芸
品
を
中
心
に
出
品
す
る
こ
と
と

し
た
。
欧
米
先
進
国
が
工
業
力
を
競
い
合
う
万
国
博
覧
会
で
対
等
に
競
い
得
る

力
が
日
本
に
無
か
っ
た
た
め

に
こ
の
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
予

想
を
遥
か
に
越
え
て
大
好
評
を
博
し
、
新
政
府
が
国
際
舞
台
に
初
名
乗
り
を
あ

げ
る
に
相
応
し
い
睦
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
美
術
工
芸
品
の
海
外
需
要
が

激
増
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
こ
の
成
功
に
よ
り
、
政
府
は
以
後
特
に
外

貨
獲
得
の
観
点
か
ら
美
術
工
芸
の
奨
励
に
意
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
明
治
七
年
に
は
政
府
の
援
助
の
も
と
に
起
立
工
商
会
社
（
同
二
十
四
年
に
経

営
難
に
よ
り
解
散
）
が
発
足
。

同
社
は
多
く
の
エ
人
を
麗
い
入
れ
て
大
規
模
な
美

術
工
芸
品
製
造
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
。ハ
リ
の
支
店
を
通
じ
て
販
売
し
、

大
い
に
外
貨
獲
得
の
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
府
が
海
外
博
覧
会
に
参
加
す

る
た
び
に
情
報
提
供
等
の
役
目
も
果
た
し
た
。
社
員
の
中
に
は
の
ち
に
本
校
に

関
係
し
た
者
が
多
く
居
た
。
ま
ず
、
社
長
の
松
尾
儀
助
は
本
校
商
議
委
員
と
な

り
、
蒔
絵
の
エ
人
で
あ
っ
た
小
川
松
民
、
金
井
清
吉
、
白
山
福
松
は
本
校
漆
工

科
の
指
導
者
と
な
り
、
金
属
彫
刻
の
エ
人
杉
浦
清
太
郎
、
同
滝
次
郎
は
本
校
彫

金
科
の
指
迎
者
と
な
る
。
同
科
の
中
心
的
指
導
者
と
な
る
加
納
夏
雄
も
同
社
の

受
注
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
奨
励
策
は
美
術
工
芸
分
野
の
一
角
に
活
気
を
あ
た
え
、
伝
統
を

見
直
す
気
運
を
あ
る
程
度
呼
び
起
こ
し
た
点
で
効
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ

は
飽
く
ま
で
も
富
国
策
の
一
環
と
し
て
と

っ
た
策
で
あ
っ
て
文
化
政
策
で
は
な

く
、
し
た
が
っ
て
美
術
行
政
と
称
す
る
に
足
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
傾

向
ほ
の
ち
の
ち
ま
で
尾
を
引
き
、
や
が
て
岡
倉
覚
三
ら
の
運
動
に
よ
っ
て
改
革

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

内
国
勧
業
博
覧
会
の
美
術

明
治
七
年
、
内
務
省
が
創
設
さ
れ
、
大
久
保
利
通
が
初
代
内
務
卿
に
就
任
。

富
国
強
兵
を
目
標
と
す
る
勧
業
政
策
を
本
格
的
に
推
進
し
始
め
る
が
、
大
久
保

は
海
外
博
覧
会
へ
の
参
加
を
西
欧
先
進
技
術
の
導
入
及
び
輸
出
拡
大
の
手
段
と

し
て
非
常
に
重
く
見
、
翌
八
年
の
メ
ル
ボ
ル
ソ
万
国
博
覧
会
の
際
か
ら
参
加
業
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